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第2568回 2019年11月13日例会報告

2019-20年度
国際ﾛｰﾀﾘｰ会長

マーク・ダニエル・マローニ―

Decatur RC（アラバマ州）

【出席報告】 SAA 小澤孝延

会長 増田 繁 ・ 会長エレクト 木村 利晴 ・ 副会長 笹川 英一 ・ 幹事 笹川 英一

【ニコニコボックス】

点 鐘 会長 増田 繁

ソ ン グ それでこそロータリー

お 客 様 米山奨学生
ホアン・ティ・フーン・
ロアン様

（船橋みなとロータリークラブ）

例会

出席計
算会員
数

出席 欠席
出席
率％

ＭＵ
修正

出席率％

11/13 29 21 8 72.41
10/29 26 7 19 26.92 8 57.69
会員総数 31名

（ 名誉会員 3名 ・ 出席免除会員 5名 ）
通算出席率 88.76%
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こんにちは。 今日は米山奨学生で敬愛大学
在学、ベトナム国籍のホアン・ティ・フー
ン・ロアンさんをお迎えしております。後ほ
ど米山記念奨学会生形委員長よりご紹介があ
りますが、卓話をよろしくお願いします。

来る11月20日の諸岡ガバナー公式訪問は、
富里RCと合同例会としてで、富里市のﾗﾃﾞｨｿﾝﾎ
ﾃﾙ成田にて行います。会員皆さんの出席と、ｸ
ﾗﾌﾞ協議会で発表を予定されている各委員長さ
ん方にはよろしくお願いいたします。

さて昨日NHK TVが取材に参りました。この
度の度重なる災害報道で、八街市の落花生の
被害がことさら大きく取り上げられていまし
たので、私はNHKの記者に、台風・大雨の被害
はさほどではなく、風評被害の方が酷い。是
非とも農家と業者のためにも真実の報道で応
援してくれますかと申しました。

ここでプレスリリース（メディアに連絡し
て取材に来てもらう広報活動）の話をしたい
と思います。「広報」と「広告」では大きな

◇本人誕生日・萬来 謙一会員
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違いがあります。「広報」には公衆に情報を知
らしめる。「広告」は売りたい広告主の本音が
見える・・・消費者は引く・・・の違いがあり
ます。「広報」のメリットとしては、無料です。
メディアの報道は信頼度・影響力が高いです。
ですからいかに上手に情報を提供して自分のと
ころを取り上げてもらえるか。それには読者
（視聴者）にメリットのある情報（季節感のあ
るもの、社会貢献度の高いもの、注目度の高い
話題・ニュース）などの情報です。上手にメ
ディアを利用できれば“ブランド”力の向上
（会社の信頼度・知名度）に繋がる。とにかく
無料ですので是非考えてみてください。

【幹事報告】 幹事 笹川英一

◎RYLA実行委員会会議のご案内
日時：2019年12月14日(土）13:00～
場所：富山ふれあいコミュニティセンター

【委員会報告】 職業奉仕委員長
林 政男

本日、竹村社会奉仕委員会委員長が不在で
すので、私、職業奉仕委員長の林の方からご
報告いたします。

本年度、両委員会合同による事業として

「中学生にドローン体験」をしてもらい将来
の職業選択の助けになればということで実施す
る方向で検討しております。
ドローンは、軍事用に開発されましたが、現

在では、農薬散布、火災時の上空から偵察、災
害時の空撮、郵便物の高層階への配達の実験等、
様々な分野で活躍しております。
中学生の職業選択の参考、若しくはドローン

の新しい活用方法などに興味を持ってもらえる
機会を提供しようと考えています。

市内4中学校ありますが、今回、中央中の校
長先生が、幹事校長ということでお話をさせて
頂きました。校長先生にロータリークラブの考
えをお伝えし、今後さらに協議を進めて行こう
と思います。

【委員会報告】 青少年奉仕委員長
小久保和子

11/8〜11/11 3泊4日で国際ロータリー第2790
地区インターアクト台湾国外研修に千葉黎明高
等学校から1名、八街ロータリークラブからは
私が参加させていただきました。
今年は班行動で相談しながら行先を決めて、台
湾の地下鉄での移動を実施したことにより日本
の高校生と台湾の高校生との強い友好を築くこ
とができたと感じました。来年もまた千葉黎明
高等学校のインターアクターの参加をよろしく
お願い致します。

八街RC 12月 例会スケジュール

12月 4日(水） 理事会・年次総会

12月11日(水） 通常例会

12月18日(水） クリスマス例会

12月25日(水） 休 会
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【米山奨学生卓話】
ホアン・ティ・フーン・ロアン様

（船橋みなとロータリークラブ）

1．自己紹介
皆さん、こんにちは。ベトナム中部のクア

ンチから参りましたホアン・ティ・フーン・
ロアンと申します。名前が長くて、覚えにく
いとよく言われますので、ロアンだけ覚えて
いただければ嬉しいです。現在、敬愛大学国
際学部国際学科４年生です。４月より船橋み
なとロータリークラブにお世話になっていま
す。米山奨学生に選ばれ、とても光栄に思っ
ています。言葉で言い尽くせないほど、深く
感謝しています。本当にありがとうございま
す。本日は卓話の方、よろしくお願いいたし
ます。
2．出身国
ベトナムは東南アジアに位置し、北は中国

に、西はラオスとカンボジアの国境に接し、
東と南は海に面する国です。ベトナムの国は
細長い形で、北部・中部・南部にわかれてい
ます。ハノイ・ダナン・ホーチミンのような
大都市の名をご存じの方は多いかもしれませ
んが、私が生まれた街は中部のクアンチ省に
ある小さい都市「ドンハ」と言います。車で
ダナンから２時間半、ラオスに近くて、2時間
ぐらいかかります。クワンチ省にある
ヒエンルオン橋は、ベトナム戦争当時、北緯
１７度線の、北部と南部の境界に掛かってい
た橋として有名でした。クアンチ省はクアン
チ城塞といったベトナム戦争の歴史に関する
史跡が多いところです。
3．家族
次は、私の家族を皆さんにご紹介したいと

思います。私の家族は4人家族です。父、母、
弟と私です。父は自由労働者で、家族のため
に一生懸命に頑張っています。母は専業主婦
で、とても優しい人です。弟は中学1年生、
サッカーが好きで毎日近所の子供たちと

試合をやっています。弟が生まれたときに、母
は仕事をしていてなかなか時間が取れず、ずっ
と私が弟の面倒を見ていました。弟が大好きで
す。ベトナムで私の家は豊かなほうとは言えま
せんが、両親と弟の愛に包まれており、自分は
とても幸せだと感じています。
日本に来てから、両親の経済の負担を減らす

ために、アルバイトしながら、学校に通ってお
ります。一人で日本に留学してきましたので、
実際に両親は私のことを非常に心配しています。
ただし、今年からロータリー米山奨学金のご支
援をいただくことができ、学業にもっと専念す
ることができ、両親の心配も少なくなってきま
した。
4．日本留学のきっかけと日本語の学習
私は小さい頃に母国でよく海外旅行の番組を

見たりしたことをきっかけに、海外にだんだん
興味を持つようになりました。また、日本に留
学して帰国した従兄からの影響をうけ、日本に
ついて興味を持つようになりました。そして、
2013年にベトナムの高校を卒業した後、翌年に
は仙台の日本語学校に留学することを決めまし
た。
ほかの留学生と同じく、学費のためにアルバ

イトをやりはじめました。当時の私は、日本語
がまったく喋れなくて、身振り手振りで日本人
の友達と交流したりする時期もありました。ア
ルバイト先で、日本語がうまく出来なかったこ
とで、お客さんに責められたことがよくありま
した。いろいろな挫折に悩んで、何度も諦めた
いと思いました。でもそのたびに、周りの友達
がたいへん励ましてくれました。そのような辛
い毎日を過ごしているうちに、性格も段々強く
なり、日本に留学する意味をますます感じるよ
うになりました。そして、一年間が経ったら、
日本語も段々上手になり、辛く感じることも少
なくなってきました。
５．日本での活動、学んだ大切なこと
日本での生活に慣れてくると、自分のささや

かな力でも日本社会に貢献したいという意欲が
わいてきました。そこで、数多くのボランティ
ア活動に参加してみました。例えば、千葉に引
越ししてから、大学を通して千葉市の国際交流
員に任命されました。様々な国の方と交流する
活動に取りくみました。そのほか、外国人講師
として日本の小学校を訪ね、母国の紹介をする
ことで、相互理解を深めながら、世界平和を望
む心を育てることができました。
将来は、日本とベトナムの相互理解、また世

界平和に貢献したい仕事をしたいと考えており、
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敬愛大学では国際関係学を専攻することを決
めました。実際、国際関係に関する仕事をし
ようと思ったら、日本文化に対する理解も必
要になると思っています。そのため、国際関
係の専門知識のほかに、図書館で日本文化に
関する本も読んでいます。例えば、一番感心
しているのは、日本人の「一期一会」の精神
です。一期一会とは、茶道に由来する日本人
の心構えです。日本人は、お茶の会に臨む際
に、その機会は二度と繰り返されることのな
い、一生に一度の出会いであるということを
心得て、招いた主もお客も互いに誠意を尽く
しています。私は日本人のこの精神に非常に
感銘を受け、日々のアルバイトにも生かせる
ように努力しています。今働いている店では、
一回だけお越ししていただき、その後はしば
らく来ないお客さんがたくさんいます。その
ようなお客さんに対して、「一回だけのお客
さんだから適当でいい」という気持ちではな
く、「一回だけのお客さんだからこそ最高の
おもてなしをしよう」と常に心掛けておりま
す。今では、偶々半年前に出会ったお客さん
がまだ私のことを覚えていてくださって、そ
して声をかけていただく時は、私にとって一
番誇らしい瞬間です。
６．現在の夢と将来の目標
日本の若者とベトナムの若者の文化、価値

観などは異なっており、日本に来たベトナム
の留学生たちが来日後の生活で様々なカル
チャーショックを実感しているといいます。
ですから、今後日本に留学することを希望し
ているベトナムの若者が留学生活をよりス
ムーズにスタートさせるために、私にできる
ことはないかと考えています。日本とベトナ
ム両国の高校生たちの交流活動を企画・支援
したいと思います。そのほかに、将来はベト
ナムを投資先とする日系企業に就職し、日越
両国の経済の健全な発展にも貢献したいと思
います。
７．ロータリアンとの楽しい交流
6月25日（水）は、船橋みなとロータリー

クラブの初回例会に参加させていただき、本
当に楽しかったです。あまりにも緊張しすぎ
て自己紹介もうまく出来なかったと感じてい
ました。皆さんが笑顔で迎えてくださいまし
て心が温まるように感じておりました。その
後、会員の皆さんに褒められました。また、
美味しい料理を美味しく頂きました。また、
7月13日に、船橋みなとロータリークラブの

富岡さんのおかげで、初めて「生け花」という
芸術を実際に体験してみました。船橋みなと
ロータリークラブの皆さんは立派な方々である
とともに、国際的視野の広い方々であると実感
しております。例会を通じて、キャンパスでな
かなか触れられない知識を学ぶことができ、私
のような普通の学生にとって、贅沢かつ貴重な
機会を与えていただき、とても感謝申しあげま
す。
８．米山奨学生になってから変わったこと
米山奨学金のご支援をいただく前の人生では、

社会還元のことについてあまり深く考えていま
せんでした。米山奨学金のご支援をいただいて
から、「奉仕」はなんであるか、また社会に還
元するために今後はどうすればいいかについて
考え始めました。それだけではなく、将来は学
友会に入り私のような様々な国の留学生を支援
したいと思います。
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諸岡ガバナー公式訪問・八街RC富里RC合同例会

第2569回 2019年11月20日例会報告

【出席報告】

例会

出席計
算会員
数

出席 欠席
出席
率％

ＭＵ
修正

出席率％

11/20 31 23 8 74.19
11/ 6 31 25 6 80.65 1 83.87
会員総数 31名

（ 名誉会員 3名 ・ 出席免除会員 5名 ）
通算出席率 88.39%

11/6メークアップ1名・泉水会員(理事会）

点 鐘 会長 増田 繁

ソ ン グ 奉仕の理想
四つのテスト

お 客 様 第2790地区ガバナー
諸岡 靖彦様（成田RC)
随行者
近藤 博貴様（成田RC)

皆さんこんにちは。 本日は富里クラブ、八
街クラブ合同例会を開催しましたところ、ご多
忙の中多数の会員のご出席をいただきありがと
うございました。今日は当第2790地区ガバナー
諸岡靖彦様をお迎えして、ガバナー公式訪問例
会として開催されます。ガバナーには連日公式
訪問を続けられ、大変お疲れのところ、八街RC、
富里RC合同例会にお出でいただきありがとうご
ざいました。そして第10グループガバナー補佐
の寒郡茂樹様、同幹事鈴木様には、本日は宜し
くお願い申し上げます。また富里クラブの皆様、
ラディソンホテル成田のスタッフの皆様、今日
の公式訪問のために設営・準備にお骨折りいた
だきありがとうございました。八街クラブを代
表して御礼を申し上げます。
このあとガバナーの諸岡様の卓話そしてクラ

ブ協議会において、各委員長よりクラブの現状
や計画が発表されることになりますが、各委員
長には宜しくお願い申し上げます。
ガバナーの諸岡様にはご講評をよろしくお願い
します。今日は15時過ぎまでやや長丁場になり
ますがよろしくお願いいたします。以上本日の
挨拶といたします。
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【卓 話】 第2790地区ガバナー
諸岡靖彦様

～国際ロータリーの現在とこれから～

本年度当地区ガバナーを務めます 諸岡 靖
彦（成田ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ）です。本日は国際ﾛｰﾀﾘｰの
現況と、来年10月に100周年を迎えます日本の
ﾛｰﾀﾘｰの実情についてご報告すると同時に、私
のﾛｰﾀﾘｰに対する考え方を中心にお話しさせて
いただきます。
ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ（RC）は、その会員であるﾛｰﾀﾘｱﾝ

によって構成され、一方、国際ﾛｰﾀﾘｰ（RI）は、
RCとRACによって構成されます。ﾛｰﾀﾘｰの創設者
P.Harris(1868~1947)は資本主義社会の勃興期
の、商業道徳が忘れられてしまった1905年に、
米国シカゴの街に信頼と友情の仲間を増やした
いという趣旨でRCを創りました。親睦と相互扶
助が初期の目的でしたが、奉仕という目的を加
えることによって全米に拡がり、国境を超え、
今では200以上の国と地域に、ｸﾗﾌﾞ数3万6千、
会員120万人を数える世界有数の奉仕目的団体
となりました。こうした世界中のｸﾗﾌﾞの連合体
をRIと称しています。ﾛｰﾀﾘｰは職業倫理を重ん
ずる実業人、専門職業人の集まりで、世界に目
を開いて幅広い奉仕活動を国際社会に、地域社
会に展開しています。
このようにﾛｰﾀﾘｰは奉仕という基本目標の下

に、世界中に会員基盤を有し、ｸﾗﾌﾞを、地域を、
世界をﾘｰﾄﾞしています。ﾛｰﾀﾘｰの活動を確固た
るものにしてゆくためには、一人一人のﾛｰﾀﾘｱﾝ
がﾛｰﾀﾘｰを熟知して、私たちが所属するｸﾗﾌﾞを
より効果的なｸﾗﾌﾞに成長させることが大切です。
ｸﾗﾌﾞを構成する一人一人のﾛｰﾀﾘｱﾝがﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
を身につけ、会員組織を強くして、社会が必要
とする奉仕活動を継続させてゆくことがﾛｰﾀﾘｰ
活動の課題です。
本年度RIのMark D. Maloney会長は、ここ

20年間の会員総数が120万人のﾚﾍﾞﾙで推移して
いることを停滞と断じました。情報化と交通手
段の格段の進展がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化を進め、世界の

動きがより早く、狭くなっています。他方で地
域紛争が長く尾を引き、経済や通商分野には対
立と分断が進み、世界中がﾊﾞﾗﾝｽ感覚を失って
います。｢あと少し」に迫ったﾎﾟﾘｵ根絶にも、
時間とｶﾈがまだ掛かりそうです。マローニー会
長は、かつてないほど分断化された世界に繋が
りを取り戻すことができるのはﾛｰﾀﾘｰであると
断言します。ﾛｰﾀﾘｰはより健康的で、平和で、
持続可能な世界に向けた国連とのｺﾐｯﾄﾒﾝﾄを有
し、他の組織には見られない平和と相互理解と
いう精神の下に世界中の人々が繋がることが出
来、目標に向かって意義ある行動を起こすこと
の出来るｲﾝﾌﾗを有しています。今こそﾛｰﾀﾘｰの
出番です。ﾛｰﾀﾘｰの組織としての勢いを回復さ
せ、地域社会や家庭、職域に新しいつながりを
創り、世界をつなぐことがﾛｰﾀﾘｰの使命です。
こうした背景から、マローニー会長は『ロータ
リーは世界をつなぐ』ROTARY CONNECTS THE
WORLD のﾃｰﾏを打ち出されました。
私はマローニー会長のﾃｰﾏを受けて、「ﾛｰﾀﾘｰ

から千葉を元気に」のｽﾛｰｶﾞﾝを掲げました。千
葉を元気にするためには地区内ｸﾗﾌﾞが元気にな
らなければなりません。私の使命はｸﾗﾌﾞを鼓舞
し、ｸﾗﾌﾞを元気にすることです。地区組織の総
力を挙げて、ｸﾗﾌﾞを元気にします。
さて、ご参集のﾛｰﾀﾘｱﾝの皆様に投げかけてみ

たい話題があります。皆様ご自身にとってﾛｰﾀ
ﾘｰの魅力とは何でしょう、ﾛｰﾀﾘｰを続けている
理由は何だとお思いになるでしょうか？来年10
月に日本にﾛｰﾀﾘｰが生まれて100周年を迎えます。
「日本のﾛｰﾀﾘｰ100周年実行委員会」が一昨年全
国のRCに対して意識調査を行いました。この中
に日本人ﾛｰﾀﾘｱﾝの意識を探ることができます。
（この詳細は「ﾛｰﾀﾘｰの友」2017年11月号に掲
載）
上位6番目までの理由を拾ってみますと ①

異業種交流ができる ②生涯の友人・仲間がで
きる ③自己研さんと学習・成長の機会 ④例
会が楽しい ⑤奉仕活動ができる ⑥心からの
親睦が得られる… となっています。奉仕活動
への期待よりも、他人との関わりを大切にして
いる、という結果でした。皆様の場合はいかが
でしょうか？
私の考え方ですが、「出会いの妙」、それが

ﾛｰﾀﾘｰの魅力の第一です。2010‐11年度にｸﾗﾌﾞ
会長を務め、その後地区へ出るようになってか
ら、殊に多様な地区ﾛｰﾀﾘｱﾝとの交流が楽しみに
なりました。GND、GN 、GE と年々立場がｶﾞﾊﾞ
ﾅｰに近づくにつれて、ｼﾆｱ・ﾘｰﾀﾞｰといわれる
方々やPDGと接する機会が増えて、様々な人間
像、彼らの奉仕活動の体験談、立ち居振舞い、
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ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟのあり方を垣間見てきました。ﾛｰﾀﾘｱ
ﾝは対等です。ﾛｰﾀﾘｰの会合では、公式、非公式
に関わらず対面すればどんな著名な方とでも対
等なお付合い、お話を交わすことができます。
「ﾛｰﾀﾘｰにNo! は無い」とよく言いますが、
回ってきた役目はお受けするのが良いと思いま
す。ﾛｰﾀﾘｰを学び、自分の世界を広げるﾁｬﾝｽだ
と思うべきです。苦手な分野であっても、ﾎﾟｼﾞ
ﾃィﾌﾞに受け取るべきです。不安な気持ちが準
備を進め、問題意識を高めます。例会や奉仕活
動では、意識して年代の違う会員、職業分類の
全く違う会員との交流が視野を広げ、感性を刺
激します。RIの青少年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは年齢層によっ
て設定が変わりますが、IAC、RAC、青少年交換、
RYLAに参加しますと、ﾛｰﾀﾘｰﾌｧﾐﾘｰの幅の広さと
若い力に教えられます。ものの見方、考え方そ
して何よりもﾛｰﾀﾘｰ観が養われます。このほか
にもﾛｰﾀﾘｰの世界的ﾈｯﾄﾜｰｸの凄さ、R財団や米山
奨学会の資金力は奉仕活動にとって、大きな原
動力であり、その事業に惚れこめば健全で素直
な寄付協力に近づけると思います。
ﾛｰﾀﾘｰの全体像を絵にして表現すると、どん

なことになるでしょうか！『ﾛｰﾀﾘｰの樹』をご
覧ください。青木貞雄ｶﾞﾊﾞﾅｰ年度の2016年の地
区大会にRI会長代理で当地区に派遣された渡辺
好政PDGがRI理事をお務めの2006‐07年度の頃
に持論を展開したというのがこの図表です。樹
を育て、森を創る発想は日本人の自然観によく
嵌ります。森を征服して街を切り拓くという西
欧人の感性との差が見て取れます。土壌（中核
的価値観：親睦、高潔性、多様性、奉仕、リー
ダーシップ）があって、根（R の理念）がある
から幹（Rの目的）は育ち、幹を太らせれば枝
葉（五大奉仕活動や6つの重点分野）が広がり、
陽光を浴びて果実（R 財団）が実り、全体景観
としてのRの公共イメージが向上する…という
ものです。
この『Rの樹』から様々なｲﾝｽﾋﾟﾚｰｼｮﾝが生ま

れます。ﾛｰﾀﾘｰｱﾝは「個」からｽﾀｰﾄして自学
（楽）自習して、個のﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを養います。
樹を大きく育ててゆくには高潔性という土壌が
特に大切です。ﾛｰﾀﾘｰがﾛｰﾀﾘｰであるためには、
職業倫理に従って得た経済力が個人の奉仕活動
の原動力になるからです。「ｸﾗﾌﾞ」が地域社会
に働きかける要件として、ｸﾗﾌﾞが元気でなけれ
ば地域に対して健全な提案やﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟが発揮
できません。会員基盤を多様化させて、ｸﾗﾌﾞを
持続的に盛り上げてゆくことが大切です。ｸﾗﾌﾞ
の活動計画は奉仕活動も親睦も絆を創るための
相互の存在と役割を認め合って、ﾀﾃﾜﾘの活動

だけではなく、上位の目的を共有し合うヨコワ
リのｸﾛｽ・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝを意識して動かなければな
りません。この樹を持続的に、いかに強く育て
るかは、戦略計画の課題です。樹を育て、森を
如何に創ってゆくかはｸﾗﾌﾞ会員全体の総意に関
わります。全会員の討議で森を創るビジョンを
構想してください。ﾋﾞｼﾞｮﾝができたら毎月の、
毎年の作業計画を創って、実行してください。
半月後、1年後の実行チェックは欠かすことの
できない、次のステップに向かう大事な振返り
です。こうして樹が育てばﾛｰﾀﾘｰの活動はます
ます意義深くなり、楽しくなることでしょう。
ところで、世界のﾛｰﾀﾘｰと日本のﾛｰﾀﾘｰには

ｷﾞｬｯﾌﾟが生じている、ということをお聞きに
なっていませんか？日本のﾛｰﾀﾘｱﾝが重視する職
業奉仕（実は、日本人ﾛｰﾀﾘｱﾝがこだわっている
のは職業「倫理」のようです）は、世界中の何
処へ行っても通じないというのです。職業奉仕
とは職業上持ち得た専門知識や技能を生かして
社会奉仕に貢献することだと、世界は考えてい
るようです。職業奉仕を特別なﾛｰﾀﾘｰを動かす
土台としては考えていないのです。先の規定審
議会でRACをRIの会員として認める件や、例会
の欠席補填(ﾒｰｸｱｯﾌﾟ)を当年度以内とする緩和
決定には驚きました。しかしこの狭い日本列島
で2000年もの永い間、自然神信仰(神道)、仏教、
儒教を自生的に｢餅をこねるように｣創り、武士
道や商人道に形成し、実践してきた日本人の思
想の風土を考えれば、職業奉仕の重視というｽﾀ
ﾝｽは軽率なﾎﾟﾋﾟｭﾘｽﾞﾑよりは遥かに重いもので
す。日本のﾛｰﾀﾘｰがｶﾞﾗﾊﾟｺﾞｽとか、周回遅れで
走っているという評価はいただけるものではあ
りません。来年に迫った日本のﾛｰﾀﾘｰ100周年で
は、ﾛｰﾀﾘｰという米国建国期ﾋﾟｭｰﾘﾀﾝの思想潮流
を、日本人の風土、文化になじむよう取り入れ
てきた社会運動として正しく評価されるべきも
のだと思います。如何でしょうか。
さて、これからのﾛｰﾀﾘｰの方向はどうなるの

でしょうか？5月から日本の元号が「令和」と
改元されました。明治以降の大正、昭和、平成
の150年はおよそ30年ごとに登り坂と降り坂を
交互に経験してきました。平成の30年間の日本
は、ﾊﾞﾌﾞﾙの崩壊以後世界同時不況、大震災や
自然災害がつづいて、降り坂の30年でした。外
に目を向ける産業分野もありましたが、大多数
の内向きな日本人は「井の中の蛙」と化しまし
た。政府は内需を高めるために躍起になって財
政出動しますが、国の借金が膨らむだけでした。
人件費の上昇以上には生産性が目立って改善す
るわけではなく、低成長（時にはﾏｲﾅｽ成長）が
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つづいています。
令和の時代には、もっと大らかに、日本人が

持つ相手に心を寄せる優しさが発揮される時代
になって欲しいと思います。そして日本人が
もっと国際社会に出て、世界に貢献でき期待し
たいと思います。そのためには、ﾛｰﾀﾘｰと同じ
ように、日本人は明確な国家戦略をもつことが
必要です。先ごろ経済同友会が発表した『危機
感なき茹でガエル日本――過去の延長線上に未
来はない――』の、日本再生の処方箋をご紹介
します。三次元の図表で表わせば、X軸＝経済
の豊かさの実現、Y軸＝ｲノﾍﾞｰｼｮﾝによる未来の
開拓、Z軸＝社会の持続可能性の確保、という
社会の、近視眼ではない30年、50年後を見通し
た構想を基本として、そこに到る道筋を考えな
ければならない、ということです。令和の時代
を、「敗北と挫折」の平成の30年の延長と思う
のではなく、危機感を持って、日本人の繊細な
感性を生かせる健康長寿、地球環境、持続可能
性を構築する分野などで世界のﾄｯﾌﾟを目指すべ
きです。
1月のサンディエゴのRI国際協議会で、GEと

してGETSに参加したとき、会場の入り口に掲げ
られていた標語は Join Leaders ,Exchange
Ideas ,Take Action ! … 「リーダーを集
め、意見を交換し、行動に移せ！」でした。か
つてのそれは、Enter to Learn ,Go Forth to
Serve! … 「入りて学び、出でて奉仕せ
よ」でした。標語が変わったことの意味する所
は、RIが戦略計画を構築するための姿勢を示し
ているものであると理解します。ﾘｰﾀﾞｰを集め
て、意見を交換して、そして行動する、という
ことです。これがRIのこれからの行き方です。
以上で「RIの現在とこれから」というお話を

終わらせていただきます。ご清聴、ありがとう
ございました。

【クラブ協議会】 司会 幹事 笹川英一

≪管理部門≫ 会長エレクト 木村利晴

ロータリーの目的は、「意義ある事業の基礎
として奉仕の理念を奨励し、これを育むことに
ある。」という実際ただ一つの綱領（目的）が
あります。各会員が、何のためにロータリアン
になりロータリー活動をしているのか、原点を
忘れず各委員会活動を進めて行ける様、研修を
含め会員各位の資質向上を図って参ります。

管理運営委員会は、クラブ活性化のお手伝い
をする機関であると認識しております。ロータ
リー活動が充実したものになる様各委員会の連
携を図り、積極的に活動してまいります。

ロータリアンの「原点を知り、考える」と言
うことでは、ロータリアンとしての意識や行動、
認識、規律など再検証し、クラブ定款、細則を
遵守し、各会員相互の活力意識の喚起を図り、
活動してまいります。また、サポーターとして
も協力してまいります。

今までの反省として、個人の資質向上、会員
事業の発展、八街市の発展に寄与する取り組み
が、中々、出来ていなかった様に思われます。
今後の取り組みとして、色々な分野の方々を講
師としてお招きし、卓話を通し、クラブ、個人
のレベルアップに繋がればと期待しております。

以上のごとく、さらなる研修の強化、公共イ
メージ、認知度アップを図り、会員がロータリ
アンで良かったと思えるクラブ運営を目指し、
目標となるクラブづくりに邁進してまいります。
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≪奉仕プロジェクト部門≫
青少年奉仕委員長 小久保和子

八街ロータリークラブの奉仕活動として、ふ
れあい夏まつりへの参加と社会福祉協議会の地
域ぐるみ福祉推進活動への協力を行っておりま
す。そして青少年奉仕では千葉黎明高等学校の
インターアクトクラブをサポートしております。
若者たちが世界へ羽ばたき、日本だけではなく
国際社会においても活躍していけるよう応援し
ております。

11/8から11/11まで国際ロータリー第2790地
区インターアクト台湾国外研修があり千葉黎明
高等学校から1名八街ロータリークラブからは
私が参加してまいりました。3泊4日という短い
期間ではありましたが、日本のインターアク
ターと台湾のインターアクターとの深い交流が
できたと感じました。
この他に今後継続できる新たな事業を模索し

ており、社会奉仕と職業奉仕の協同で中学生へ
の職業教育などを検討しております。
職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕

をリンクさせた広がりのある奉仕プロジェクト
を育てていけたら良いのではないでしょうか。

≪戦略部門≫ 会長 増田繁

発表します。
八街クラブの戦略計画と問われましても、当

クラブではまだ戦略委員会なるものを立ち上げ

ておりません。我々は、第2790地区の戦略計画
のもと、第10グループ八街クラブにおいては単
年度で収まらない長期的な事業運営を進んで協
力したいと思います。
八街ロータリークラブの目標としては、多種

多彩の会員を募り、地域との密着した交流、奉
仕の理念のもと、楽しく和やかな雰囲気の中で
会員の自己研鑽、充実した内容の楽しい例会、
出席したくなる意義のある例会に務めたいと
思っております。
また今年度中には理事会に諮り、戦略委員会

を立上げ、八街クラブとしての長期的な視野に
立った戦略計画を練っていきたいと思っていま
す。

≪クラブの課題と対策≫
直前会長 山本和男

八街クラブに於いての課題として二つ程あり
ます。

1, 会員増強について
八街クラブに於いては毎年3人の会員増強を目
標としています。わずか3人ですから、簡単に
目標の達成ができそうですが、これがなかなか
大変なことで、昨年度は退会者5人 新会員4人
という結果に終わりました。実質マイナス1と
年度当初の会員数を維持することが出来ません
でした。八街クラブでは会員増強委員会を中心
に、皆さんに候補者の推薦をお願いしているの
ですが、候補者が上がってこないのが現状です。
また例会時に「会員増強するには」ということ
でｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等を行ってはいるのですが、
思ったように増強が進まない状況であります。

対策:これはといった手立てがないというのが
本音であります。とにかく会員全員で増強に取
り組むことしかないのではないかと思います。
諦めず地道な増強活動に努めていくということ。
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2,社会奉仕活動について
八街クラブは地域密着型の奉仕活動として
毎年夏には八街市夏まつりに協賛して子供逹
に大変好評なダーツゲームやポリオ撲滅のPR
や募金活動等をしています。

秋には八街市の産業まつりに参加してバ
ザーを催していたのですが、昨今時代の変化
に伴いバザーに出品する品物が各家庭になく
なって出品物が集まらなくなり今年度は

不参加ということになってしまいました。長年
続けてきた事業であっただけに寂しい思いです。
この事業に代わる奉仕活動を見出だしたい。

対策: 社会奉仕委員会にお願いしてあり、次
なる活動計画を模索中ということなので、より
良い地域に密着した活動ができる事業案を期待
したいと思います。

広報・公共イメージ向上委員会 ・ 高橋宏一 ・ 西村頼子
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